口 1&? 宣。 

カ展督 

もみじ 

山の 秋 は 既に 老いた けれども、 谷の 紅葉 はま だ 見ら 

れる。 右へ いっぱいに 富 土の 山、 頭のと ころに 雲 を 

被って いる だけで、 夜来の 雨 はよ く 霽れた から 天気に 

はまず 懸念が ありません。 

お 絹 は 駕籠の 中から 景色 を 見る。 竜 之 助 は 腕 を 組ん 

うつむ 

で 俯向いて いる。 

「百 蔵さん」 

お 絹 はがん リ きのこと を 百 蔵さん と 呼ぶ。 

「何で. j ざいます」 

とく まと 1 つげ 

「まだ その 徳間 峠と やらまで は 遠い の」 



する。 旗本のお 部屋 様と して 納まって いられない 女。 

きしょう 

気象に よ つて は、 こんな 男と 言葉 を 交す ので さえ も 

けんしき 

見識に さわる ように 思う ので あるに、 この 女 は、 それ 

と 冗談口 を さえ 利き 合つ て 平気で います。 

が んリ きが 昨夜 の 言 い 分、 お 絹 は それ を 知らない か 

ら、 平気で 話 をして いるが、 たとえ 冗談に もせよ、 そ 

ういう こと を 聞いて いる 竜 之 助に とって は、 二人の な 

れ なれし い 話し声 を 不愉快の 心なし に 聞いて いる わけ 

に は ゆくまい と 思われます。 

「 f J こが 峠の 頂上 でございます」 



てまた 驚く。 静かに 歩み寄る 足取りが 盲目の 人と は 思 

われない。 閉じた 眼が、 がんりきの 面に 向いて 輝く よ 

うな 心 持が します から、 

「あ、 危 ねえ」 

いたた ま 

がんりき は、 櫓の 木の 蔭に 居 堪らないで、 身軽に 飛 

んで、 高さ 一 丈余り ある 国境の 道標の 後ろへ 避ける。 

これ かいの くに こま ごお リ 

r 是 より 甲斐 国 巨 摩 郡 …… 

する がの くに いおはら ごお リ 

是ょリ 駿河国 庵原 郡 …… 」 

がんりきの 飛んだ 方へ 竜 之 助が 向き 直る、 そうして 

そろそろ 

徐々 と 歩み寄る。 

「あ、 冗談 じ やねえ、 先生、 眼が 見え るんだ ね」 



梢 の 枯葉 を 一 時に 鳴らす ので ありました。 

竜 之 助 は 道標の 下に 倒れて、 昏々 として 眠って いる 

しぐれ 

間に、 サ ー ッと 雨が 降って 来ました。 時雨の 空です か 

ら、 雲が 廻る と 雨の 落ちる の も 早い。 

ぞうき 

ちょうど 雑木の 蔭に なった ところで、 いくらか 雨 は 

避けられる ようになって いるが、 葉末から 落ちる 時雨 

しずく かお 

の I 卞がポ タリ ポタリと 面 を 打つ ので 竜 之 助が、 うつ 

らう つらと 気がつい たの は、 あれから、 やや 暫 らくの 

後の ことでした。 

「雨が 降って いるよう だな」 

こんとう さ 

まだ 本当に 正気に は 返らないで、 昏倒から 醒め か 



かった 瞬間の 心 持 は、 連々 として 蜜の ように 甘い。 時 

雨の I 卞がポ タリ ポタリと 面 を 打つ ことが、 かえって 夢 

うつつの 間 を 心 持よ くして、 いったん 醒め かかって ま 

た昏々 として 眠くなる うちに、 

「ああ、 水が 飲みたい」 

で、 また 我に 返りました。 

せっかく、 よい 心 持で、 いつまでも 眠りに 落ちよう 

とする のに 咽喉 はしき りに 水 を 飲みた が つ て、 

「水、 水、 水」 

うわごと 

譫言の ように 言い つづけた が、 誰も 水 を 持って来て 

くれそう な 者 はなく、 水 を 欲しがる 竜 之 助の 面へ は 雨 



の I 卞がポ タリ ポタリと 落ちて 来る ばかりです。 

こういう 時の 夢に は、 滾々 として ふき 出して いる 泉 

つるべ くさむら 

や、 釣瓶から 釣られた ばかりの 玉の ような 水、 草叢の 

せんせん 

間 を潺々 と 流れる 清水な どが 断えず 眼の 前に 出て 来る 

もので、 

「あ、 有難い、 水」 

むす 

と 言って 竜 之 助 は、 それ を 手に 掬んで 口へ 持って来よ 

うとす ると、 煙の ようになくな つてし まいます。 

竜 之 助 は、 これ も かな リ 長い 時の 間、 夢うつつ の 境 

に 水 を 求めて 昏倒して いました が、 村 方の 方から は駕 

籠 だけ も 取り戻しに 来そう な もの だが、 それ も 来る 様 



かんげん あやま 

く ざ 男の 甘言に 迷わされて、 身 を 過 つような ことが 

きび 

あれば、 生涯 浮ぶ 瀬の ない 厳しい 制裁 を 受ける ことに 

なっても いるし、 娘た ち 自身 も、 その 制裁 を 怖る るよ 

り は、 そんな 淫な ことに 身 を 過つ の を^ず る 心の 方 

が 強かった からであります。 

それと 共に、 一隊の 間に は、 たとえ 離れて いても 糸 

を 引いて おくよう な 連絡が 取れて いて、 一人が 危難に 

遭うべき 場合に は、 たちどころに 十 人 二十 人の 一 隊が 

集まり 得る ようにして あるから、 たとえい かなる 悪漢 

でも、 その 中の 一人 を 犯す こと はで きないので した。 

故に 山の 娘 は、 知らぬ 他国へ も 平気で 出入りして 怖る 



その 駕籠の 周囲へ 山の 娘の 一 隊が 集まる。 

みのぶ さま ま い 

「身延 様 参り は、 折々 この 道 を 通る 人が あります から、 

それが …… はて、 煙草 入が 落ちて いたり、 駕籠の 中に 

は 蒲団 や 包みが そのまま であつ てみ たり …… 」 

彼等 はよう やく 異様な 眼で、 そこら あたり を 見廻し、 

「おお、 怖い、 落葉の 中に 光る 物が …… 」 

最も 早く 見つけた の は、 組の 中で もい ちばん 若い 人。 

かたま リ 

「あれ あれ、 血の 塊 が …… 」 

山の 娘の 一 人が 絶叫す る。 

「血の塊と 言わん すか」 

K けて 行って 見る と、 



こ を 出て はいけ ませぬ。 皆さん、 笑いな さんな、 この 

お 人に、 わたしが 口 うつしで この 薬 を 飲まして 上げる 

から」 

山の 娘の 頭の お徳 は、 気付けの 薬 を 自分の 口へ 入 

れて嚙 む。 

竜 之 助 を 抱いて お徳 は、 口 うつしに 薬 を 飲ませる。 

男に 許す こと を 知らない 山の 娘 も、 人 を 助ける 時に 

は 大胆な 挙動 をす る。 よし、 これが 竜 之 助で なくして、 

道に 倒れた 悪病の 乞食であった にしても、 その 一命 を 

取り返す 必要が あれば、 山の 娘 は 必ずこう いう こと を 

する K, 一です 



山の 娘た ちが 押える。 

「このお 刀 は あなた 様の …… 」 

「ああ、 そう。 いや、 どうも 有難い」 

「拭いて 上げましょう」 

山の 娘 は 手拭で 刀 を 拭いて 竜 之 助に 渡す。 

「こ- J に 人の 片腕が 斬り 落されて) J ざん すが、 こり や 

どうした わけで ござんす かいな」 

「ああ、 それ は …… 」 

竜 之 助 は 刀 を 鞘に 納めながら、 

「悪い 奴が 出た から 斬った のじ や」 

「悪い 奴、 その 悪い 奴 は、 片腕 だけ を 残して どっちへ 



「はは、 わし は 眼が 見えぬ のじ や、 この 通り 不自由 者 

じ や」 

「お 目が お 不自由 …… まあ、 そうで ござんし たか、 そ 

れは 失礼な こと を」 

山の 娘た ち は、 今更の ように 竜 之 助の 面 を 見る。 

「ああ、 皆さん、 この 片腕 はな あ」 

腕 を 持って来 たお 浪が、 何 か 気がつい たように 叫ぶ _ 

「その 片腕が、 どうな さんした」 

「この 片腕に は 入墨が してあります ぞいな。 この 入墨 

は 甲 州 入墨と いって、 甲 州 者で 悪い こと をした のが、 

甲府の 牢屋へ つながれて 追い出される 時に、 この 入墨 



東海道 筋から 甲 州 入りの 順路 は、 i 石 淵から 富士川に 

沿うて 上る ことであります。 甲 州へ 入る と、 富士川 を 

さしはさんで 二つの 関が あります。 向って 右の 方な の 

とお じ ま まんざ わ 

が 十 島、 左が 万 沢で、 多く は 万 沢の 方の 関 を 通ります。 

宇津木 兵馬 もまた 同じく 万 沢の 関へ 通りかかりました。 

兵馬 は 要路の 人から 証明 を 貰って いるから、 いつ、 ど 

とどこお 

この 路をも 滞 りなく 通過す る ことができ るので、 七 

兵衛は 兵馬と 一 緒に 歩く 時の みは その 従者と して 通行 



する が、 一 人で 歩く 時 は、 到る ところのお 関所 を 超越 

してし ま > ま， tu 7 

「あい つ はたし かに 甲 州 者なん でございます」 

兵馬に 向 つ て 七 兵衛が 言う。 

「どうして それが わかります」 

なま 

「言葉に も 少し 甲 州 訛りが ぁリ ますのと、 それから あ 

い つの 手に入 墨が あるので ございます、 そいつが 甲 州 

入墨と、 ちゃんと 睨んで おき ましたよ」 

「甲 州 入墨と いうの は？」 

ひじ おい はな 

「手首と 臂の 間に 二 筋、 あれ こそ 甲 府の牢 を 追放し に 

される 時に、 やられた ものに 違い ございません」 



からな。 しかし、 やっぱり 舟に も 関所が ありまし てね、 

舟 改め をされ ますから、 舟で 逆戻り をす るよう な こ 

きず 

とになる と、 かえって 毛 を 吹いて 疵を 求める というよ 

うな ことにな りましょう、 それ は 大丈夫で ございます」 

「舟 改め は ど - で やります」 

「やはり この 万 沢と 十 島と で やる ので ございます。 そ 

れに ひっかかって 御覧 じろ、 入墨 者と 女と、 それから 

お尋ね者の ような、 あの 竜 之 助 様、 忽ちに 動きが 取れ 

なくなって しまう ので ございま すから、 大丈夫、 舟へ 

きづか 

かかる 気遣い は ございません」 

「七 兵衛 どの、 そなたの 言うよう に、 あの 三人が 果し 



て 一緒にお る もの やら、 それとも 離れ離れ になって い 

る もの やら、 それ もよう わからぬ ではない か」 

み どもえ 

「三人 は 三つ巴の ようになって、 ちょっと は 離れら 

れ ない 組合せに な つてい るの がおかし ゆう.》 J ざ います。 

それとも 離れる 時には、 どれ か 一 つ 命が 危ない 時で、 

ま か り 間違えば 三つ 共倒れになる のが 落ちで) J ざい ま 

すから、 そ— つと 置く のが かえ つ て 面白 いんで ござい 

ますが ね」 

こんな 話 をしながら 兵馬と 七兵衛 は、 富士川 岸の 険 

さいぎよ うご ますの きリ くぼ 

路を、 前に 言った ように 西 行 越え、 増 野、 切久 保と 過 

ふくしが わ 

ぎて、 福士 川の ほとりへ 来た 時分に は 日が 暮れ かかつ 



たったであろう …… 斬って 逃げた か、 斬られて 逃げた 

ゝ I 

力」 

「眼が あんなで なけり や あ、 腕 だけで 逃す 斬 手で は ご 

ざいません がね。 また こっちの 奴に したと ころで、 片 

一方 斬られて、 それなりで 往生す る 奴で も ございませ 

ん。 ところで あのお 絹と いう 女、 あの 女が どっちへ つ 

いて 逃げた か、 それ は 考え物で すね。 この 腕 はこうし 

て 置く も かわいそう だから、 砂の 中へ 埋めて おいて や 

リ ましょう。 まあ、 あの 野郎 も、 この 腕 一本のお かげ 

で 命拾い をした と 思えば 間違い は ござんすまい、 この 

腕 は あの 野郎に と つて は 命の 親で ございま すから、 そ 



持って 歩いて ると、 まさかの 時に これが 命の綱と なる 

ので ございます」 

兵馬 は 旅日記 を 書いて いました が、 

「なかなか、 器用に 撚れ ますな」 

「へえ、 子供の 時から 慣れて おります からな。 子供の 

時分に、 こうして W 糸を斿 えた もので ございま すよ」 

七 兵衛は 見て いるまに 一 一間 三 間と 絢つ て ゆく。 

「長い 道中 をす る 者 は、 これと 火 打 道具 だけ は 忘れて 

はなり ません。 あなた 様なん ぞは 煙草 をお 喫み なさり 

はします まいが、 それでも 火 打 道具 だけ はお 忘れな 

す つ てはいけ ませんで) J ざいます」 



ざいません のに、 さすがに あなた 様 は」 

七 兵衛は 兵馬が 書いた 甲 州 図 を 見て、 

にし かわう ちりょう まんざ わ 

「なるほど、 こちらの 方が 西 川 内領、 ここが 万 沢で ご 

と； K じ ま 

ざいます な。 こちらが 東 川 内 領で十 島。 なるほど、 こ 

みのぶ かじか ざ わ 

の 富士川 を 上って ここが 福士、 それから 身延鰍 沢、 信 

ぐんない はぎわらい リ ちちぶ 

州境から 郡 内、 萩原 入から 秩 父の 方まで、 よく 出て お 

ります な。 中へ 入れば、 これでず いぶん 広い ところ も 

あります けれど、 こうして 見れば 本当に 甲 州 は 山ば か 

リ でございますな」 

「いや、 これ はほんの 見取 図で、 まだ これへ 書き入れ 

ない ほかの 山 や 川 や 村が いくら も あるでしょう」 



お遂げ あそばした とて、 お礼 なぞ は 決して 望んで はお 

リ ません。 その代りに 宇津木 様、 あなた 様のお 口から 

七兵衛 という 言葉 を、 一 口 もお 出し 下さらぬ ようにお 

願 い 申し てお きた いんで w J ざ います」 

「そり や 妙な お頼み だが」 

「ちと 変って おります けれど、 あなた 様が 御 本望 をお 

遂げ あそばします 間の 七兵衛 と、 あなた 様が 御 本望 を 

お遂げ あそばしました 後の 七兵衛 と、 七 兵衛に 変り は 

ございません けれど、 七 兵衛の 名前に 大した 変り がご 

ざいます から、 どうか 七 兵衛、 七兵衛 とおつ しゃら な 

いように」 



「大丈夫 II 宇津木 様、 こんな 谷底で 子供が 一人で 何 

をして いるの だか、 ひとつ 下りて 行って みましょう」 

七 兵衛は 兵馬 を 残して、 木の 根と 岩角 を 分ける。 

「小僧さん、 どこ だい」 

「ここ だよ」 

びょうぶ 

屛風 のように なった 岩の 蔭。 水 を 飛び越えて 七兵衛 

は 声の する 方へ 行って 見る と、 笠 を かぶって 首から 肩 

し リきリ ばんてん 

へ 袋 を かけて、 尻 切 半纏 を 着た 十五 六の 少年が 一人、 

水の 中 を 歩いて います。 

やまめ 

「山 魚で も 捕る のかい」 

「そうじゃな いよ、 もっと 大きな 物 を 捕 るんだ」 



ま ^9 

「鮪 や 鯨より、 もっと 大きな もの —— それ をお 前 は そ 

わん すく 

のお 椀で 掬って、 その 袋へ 入れよう と言うん だね」 

「そうだよ、 その 通り」 

あ あ 言 えば こ う 言う 、 少しも 怯まぬ 少年。 

すいものわん 

なるほど、 少年 は 手に 一箇の 吸物 椀 を 持って いて、 

それで 水の 中 を搔き 廻して いたのです。 右のお 椀で 水 

の 中 を搔き 廻して 掬い上げ ると、 鮪 も 鯨 も 入って はい 

ない、 ただ 川の 中の 砂が いっぱい。 

「どう だ、 おじさん、 わかった かい、 これ は 鮪 や 鯨よ 

り 大きい ものだろう」 



土地の人 だ つ て 行き やしない」 

「そうして 小僧さん、 お前 はお 化け や 狼の 出る という 

まぐろ かねめ 

山の 傍で、 鮪 や 鯨より 大きな 金目の もの を 持って いて、 

それで 怖く はない のかい」 

「ナ 二、 怖い ことがある もの か、 悪い こと をして いな 

けリゃ 怖い こと はねえ」 

き ん 

「それでも お前、 その 袋に いっぱい 入って いる 黄金の 

かたまり 

塊 を 盗まれたら どうす る」 

「 ま ま ま II 

「泥棒が、 お前の 後ろから 不意に 出て 来て、 その 黄金 

の 塊 をよ こせと 言ったら どうす る」 



お徳 は 砧の手 を 休めて、 竜 之 助の 方 を 向いて 絹物の 

裏 を 返す。 

「せっかくな ことで。 月 も 花 も 入用の ない 身に なった 

けれど、 それでも 物の 音 だけ はよ くわ かります。 いや、 

眼が 見え なくなつ てから、 耳の 方が 一層よ くな つたよ 

うじ や。 そうして 御身が いま 打つ 砧の音 を 聞いて いる 

と、 月が 高く 天に 在って、 そして そこら あたり 一面に 

は 萩の 花が 咲き こぼれて いるよう な 心 持が します」 

「萩の 花 は 咲いて おり ませぬ けれど、 ごらんなさい ま 

せ、 この 通り 月見草が …… 」 

「月見草が …… しかし、 やっぱり 昆 る こと はでき ぬ I 



「そうで ござんした …… 月見草 はよ い 花で ございま 

す」 

「あれ はさび しい 花で あるが、 風情の ある 花で、 武蔵 

野の 広々 したと ころ を 夕方 歩く と ハラハラと 袖に かか 

る、 わし は あの 花が 好きであった」 

一先の 人 もこの 花が 好きだと 申して、 山から 取って来 

て は、 この 通り 庭 いっぱいに 植えた ので ございます」 

せん つ.^" あ、 

「御身の 先の 良人と いう 人 は、 なかなか 風流 人で あつ 

たと 見える。 武術の 心がけ もあった ようで あるし、 文 

字の 嗜み もあった というのに、 その上 こうして 庭に 

やま 力 ず ま 

花 を 植えて 楽しむ というの は、 こんな 山家 住いに は 珍 



て 裏口から ハタ ハタと 駆け出して 来た 子供。 

「お母さん」 

くらたろう 

「蔵 太郎 かえ」 

「ああ」 

月見草が 咲いた 中から、 面 を 出した 六 歳ば かりの 可 

愛らしい 男の児。 

「おじさん もい るの？」 

「おじさん も ここでお 月見 を …… お前 も 来て あのお 月 

様 を， > らん」 

さしまね 

お徳 はわが 子 を 縁側の 方へ 麾 く。 

「月見草が よく 咲いて るね」 



な 

の 頭 を 撫でる。 

「おじさん、 お前 は 眼が 見えない のだろう？」 

「ああ、 眼が 見えない」 

「それでお 月見 をす るの はお かしい ね」 

「それでも その 月見草で さえ も、 眼がなくて お 月見 を 

している ではない か」 

「そうだな、 眼がなくても 月が 見える だろう か 知ら」 

「それ は 見える」 

「では、 この 月見草の 花 は、 どんな 色 をして いるか 当 

て て) J らん」 

「黄色い 色 をして いる」 



「いや」 

「教えて くれ」 

「いや」 

「その 字が 知りたい」 

いくさ にん 

「教えれば おじさん、 戦 人 の 話 をして くれる？」 

「焦らす もので はない、 早く 教えて くれ」 

「蔵 太郎 や、 おじさん を 焦らさないで 早く 教えて お 上 

げ」 

「それで は 教えて 上げよう、 いま 書いた の は 月と いう 

字」 

「ああ、 月と いう 字 そう 言おうと 甲3 つていた とこ 



「噓 ではない。 峠から 下りて 来る 時、 山 駕籠の 中で う 

つつに 聞いて いたが よい 声であった。 あれ を ひとつ、 

この 月の 晚に ここで 聞かしても らいたい」 

「まあお 恥 かしい こと、 あんなの は 歌で もなんでも あ 

まよけ 

リ やしません、 魔 除に ああして 声 を 出し 歩く だけの こ 

とで」 

「そうで はない、 土地の 歌 は 土地の人の 口から 聞かね 

じょ-つ あ い 

ば 情 合がない、 あの、 甲 州 出が けのと いう 歌、 あれ を 

はらわた 

駕籠の 中で 聞いて いた 時に、 わし はなん となく 腸 に 

沁みる ような 心 持が した、 ぜひもう 一度、 聞かしても 

らいたい」 



の 入夫 は むずかし いと 思うて いたと ころ、 ちょうど ま 

た ああい うお 武家が 来て、 やっぱり 縁と いう ものです 

ね、 せめてお 目で も 悪くなければ お 取 持ち をして 上げ 

たい」 

「お 目が悪いから かえって 縁が よいので しょう、 満足 

やまが 

なお 武家さん がどうして こんな 山家へ 入夫に 来る もの 

です 力」 

「それに わたし は、 あのお 武家 はお 目が悪い ばかりで 

はなく、 何 か 悪い こと をして 来たお 方で はない かと 思 

いますよ」 

「どうして I 



だま 

「どうなる ものです か、 やくざ 男に 欺され るの は 山の 

娘の 名折れ だけれ ど、 世間に 憚る 人 を 助ける の は 山 

き お 

の 娘の 気負いだ とさ。 なんにしても お徳さん の 心の中 

を 聞いて みて、 それからの ことにしましょう よ」 

「それが よ う，、 h ざん すよ」 

山の 娘た ちは隊 をな して、 また 他国へ 出かけて いつ 

たが、 果して お徳 だけ は 残って しまいました。 お徳 は 

後に 残った のみでな く、 それから 直ぐに 竜 之 助 を 案内 

し、 蔵 太郎を つれて、 篠 井山の 麓から 奈 良田の 温泉へ 

行つ てし まいました。 



それ は 盲目の 竜 之 助 を 馬に 乗せて、 お徳 は 蔵 太郎を 

背に 負って、 篠 井から まだ 十 里 も 山奥に なって いる 奈 

良田へ 行く 間に、 お徳 はいろ いろと その 土地の 物語 を 

しました。 

みかど さま 

「昔、 奈 良の 帝 様が おうつり になった ところで、 それ 

から 奈 良田と 申します、 今でも その 帝 様の 内裏の 跡が 

残って いるので) J ざ います」 

「奈 良の 帝？ 左様な お 方が こんなと ころへ おいでに 

なる 由 もなかろ うに」 

「それでも 昔から そのよう に 申し 伝えられて あるので 

ござんす、 おいでにな つ て ごらんに なれば わかります 



竜 之 助 は 自分の 持って いる 国史の 知識 を 頭の 中から 

繰り出して、 お徳の 語る ところと 合せて みょうとして 

r 奈良 七重 …… 奈良朝 は 七 代の 御代と いう こと だが、 

そのな かで 女の 帝 様 は …… 」 

竜 之 助の 思い 浮ぶ 知識 はこれ だけの もので、 その 七 

ぎょめい 

代のう ちに どのお 方が 女帝に おわし まし、 その 御名 を 

なんと 申し上げ たかと いうと ころまで は 届かな いので 

みかど さま 

「その 帝 様が、 これへ お越しに なりまして、 この 土地 

は 山国で 塩と いう ものが ござんせ ぬ 故、 帝 様 は 天に お 

祈りな される と、 地から 塩が 湧いて 出て、 今 も 塩の か 



の 帝 様が 奈 良田で お崩れに なりました 時、 それと 聞い 

て 土地の人が、 その 貢物 を 横取りして しまって 俄かに 

富んだ から、 その 村 を 飯 富 村と いって、 あちらに はま 

た 御 勅使が お通りに なった 御 勅使 川と いうの が ，》 J ざ ん 

す」 

お徳 は、 やはり 奈 良の 帝が この 土地へ おうつりに 

なった という 伝説 を そのままに 受 入れて いるら しいが、 

竜 之 助 は、 ただ 伝説と して 聞いて おくだけに 過ぎ ませ 

ん。 

「お宮の あると ころから 十 里 四方 は、 いつの 世まで も 

ゆる ごんげん さま 

年貢お 免し のと ころ、 権現 様 も 湯の 島へ 御 入湯の 時に 



きさき みや あが 

くな つた、 それ を 神に 祭って 「 后 の宫」 と 崇めて ある 

ほうぎょ 

こと、 帝が 崩御 あそばした 時、 神と なって 飛ばせ 給う 

ところの 山 を 「天子 ケ岳」 と 呼び 奉る こと、 そんな こ 

んな 伝説が いくつ も 存在して いる この 山の 奥、 人 を 隠 

すに も 隠れる にもよ いところ、 ことに その 地に は 百 二 

十 度の 温泉が ある —— お徳の 温い 心、 いつも 冷たく 

なって いる 竜 之 助の 心 を、 そこで 温かに してやろうと 

いう 世話ぶ り、 その 世話ぶ りがいつ まで 続く か。 竜 之 

助が 温かい 人になる ことができな いまでも、 お徳の よ 

うな 温良な 山の 女 を 冷たい 人に はしたくない ものです _ 

湯の 島へ 着いて、 ゆっくりと 温泉に 浸った 机 竜 之 助 _ 



力、 らん 力」 

「聞いた ような 声 じ や。 おお、 山 崎で はない か」 

「そうじゃ、 山 崎 じ や。 久しぶりで 意外な ところで 

会った な」 

「全く 意外な ところ。 おぬし は あれから どうしてい 

た」 

もの さわ 

「いや、 おぬし こそ どうしていた、 この 物騒がしい 世 

と * つじ 

の 中に 悠々 として 湯治と は」 

「これに は なかなか 長い 物語が ある、 湯から 出て、 ゆつ 

くり 話そう」 

「それよりも、 その 眼 を どうした のか、 それ を 聞きた 



「左様で ござんす、 左様で ござんす、 あちらの 入で ご 

ざ います」 

「その 八幡 村から ここへ 嫁入りに 来たの か」 

「はい、 向う もなかな か 大家 だそう でございますが、 

こっち は それよりも 大家で、 お 眼が 見えれば すぐお わ 

くろべ い 

かりで ござんす が、 白壁 作りの 黒 塀で、 まるでお 城の 

ような 構え、 権現 様よりも ずっと 前から、 この 近辺の 

金の 出る 山と いう 山 を、 みんな 預かって いるお 家柄で 

ござんす から、 ああして お祝い が 幾日も 続く の で w J ざ 

んす」 



竜 之 助 は 冗談 のように 言う と 、 お徳 は 本気 で 答える。 

「八幡 村と いうと ころに は、 わしの 親類 …… でもない 

が 知合いが ある」 

「ああ、 そうで ござんす か、 それで はこと によると、 

あのお 嫁さん も 御存じのお 方 かも 知れ ませぬ」 

「いいや 知るまい、 私 は その 八幡 村と いうと ころへ 

行った こと はない のじ や、 ただ 懇意な 人の 口から 聞い 

て 知っている ばか リ」 

「左様で ござんす か、 いずれ 明日に も、 お 嫁 様のお 里 

帰りが あるで.》 ，- ざんしょうから、 その 時) ，1 らんになる 

と …… そのと き 誰かに お聞きな すって みましたら」 



人 だけれ ど、 なんだか それほどに 威がない ような お 方、 

それが かえ つ てよ ろしゅう ござんしょう。 何しろ あの 

大家 を 踏まえて 行く に は、 旦那 様よりも 奥様が、 これ 

からしつ かり あそばさなくて はなり ませぬ、 好い とこ 

しあわ 

ろへ お嫁入り すれば する ほど、 お 仕 合せ もお 仕 合せ だ 

がお 骨 も 折れましょう」 

ひと リ ごと 

お徳が、 こんな 独 言 を 言って いる 間に、 嫁御 寮の 一 

行はゾ ロゾ 口と こ の 家 の 下 を 通り過ぎて 行 つてし まい 

ま ^9 

「ほんとうに、 あんなお 嫁 様 をお 持ちに なった お 婿 様 

の 果報が 思い やられます、 お 里帰りの 五日が、 どんな 



にお 待 遠し いこと でしよう、 両方の 親御さん たち も 本 

当に これで 御 安心。 ああい うこと を 見ます と、 ひと ご 

とで も 嬉しくて たまり ませぬ」 

「里帰りと いえば、 これから あの 八幡 村まで 帰る のか」 

「左様で ござんす、 お 馬 やら 釣 台 やら、 あとから あの 

通り 続 い て 参ります が 、なんで も 御 旧家 のこと 故、 すつ 

か り 古式 で やる の だそう で) J ざん す」 

「いや 婚礼と いう もの は、 慶 たいこと ではあろう けれ 

ど、 なかなか 手数の かかる もの じ や」 

「誰でも 一 生に 一 度 は、 その 手数 を かけねば ならぬ も 

ので ござんす。 あなた 様 なぞ もさ だめし、 こんなにお 



ぎよ い 

「御意の 通りで ございます」 

くめん 

「何 かうまい 酒 を 飲む ような 工面 はない かな あ」 

「左様で ございま すねえ」 

一 一人 は 睨め くら をす る。 

「貴様の 面 も 変ら ねえ」 

「殿様 もこの ごろ はおい としゅう ございます」 

「 ま ま ま ま II 

睨めつ こ をして 淋しく 笑う。 なるほど、 これで は 酒 

もうまく なさそう です。 

「女 を 呼んで、 一 騒ぎ 騒がせましょう か」 

「それ もこの ごろで は 張 合いがない わい、 甲 府の女 ど 



を 勤めて 御覧に 入れましょう。 な あに、 こういう こと 

を 時々 おやりになる のが かえって 田舎者の ためになる 

ので、 天下の 通用 物 を、 穴の 中へ 蔵して おくなん ぞと 

いうの が 心得違いで ございま すから、 とっちめて やる 

のがお 役目柄で ございます。 幸いに お 支配 はおいで な 

くみがしら 

さいません し、 お 組頭 の あなた 様の 御 威光で、 あいつ 

J る 

らも 慄ぇ上 つ てし まう ことで > ざいましょう、 よいと 

ころに お気がつかれまして 結構で」 

「こういう ことの 相談 は 貴様に 限る」 

ひそひそば なし く 

主従 は、 こんな 秘々 話 をして 酒 を 酌み交わしました 



うに」 

畳へ 額 を 擦りつ ける。 

「黙らつ しゃい、 其方の 隠して おくと ころが 家屋敷と 

あなぐら 

きまった もので はなかろう、 世間の 噂で は 持 山の 穴蔵 

ばく だ い 

の 中へ、 先祖 代々 積み 隠して おく 金銀 は 莫大との こと、 

お 上お 調べの 額 はい ま 申す 通リ 古金 二 千両、 新 金 千両、 

別に 一 分の 太鼓判 若干との ことなれば、 内実 は 暫く 不 

問に 置かれる、 但し、 右の 古金、 新 金の 在所 はこの 場 

で 訊して 帰らねば、 身共 役目が 立ち 申さぬ」 

「これ は、 いよいよ 以て 御難 題、 さらさら 左様な 儀 は 

…：- J 



「三 千両な どと 申す 大金が …… 」 

「黙れ 黙れ、 先祖 以来、 公儀の 眼 を 掠めて 貯えた 金銀 

うな きゅうぎ ゆういちもう 

が 唸る ほど あるく せに、 三 千両 は 九牛の一毛。 のう 

御 同役、 遠い ところへ 隠して あるならば、 なにも 古金 

いまどき ふきかえ もの 

の 耳 を 揃えなくても、 今時 通用す る吹替 物で も 苦し ゆ 

うは) J ざらぬ てな」 

はんきん 

「いかさま、 三 千両の 数 さえ 不足がなければ、 板金で 

じゅうきん 

あろうと 重 金で あろうと、 そこ は 我々 が 上役へ よし 

なに 取 計らう」 

同役 一 一人が 面 を 見合せ ると ころへ、 

「もしお 役人 様、 ただいま、 あなた 様 方に お 目に かか 



目に かかりた いとお 使で ございました、 もしお 役人 様 

のお 席に お 差支えが ござ リ ますれば、 望月 様のお 邸が 

お 広う ございま すから、 失礼な が ら あちらへ お 運び 下 

さるよう 申し上げ てみ ろとの 仰せで.》 ，- ざり まする」 

「やかましい、 用が 済んだら こっちから 出向いて 行く 

と、 そう 申せ」 

「ハツ」 

「弱った な」 

「全く 弱った、 その 山 崎と いう 奴が ここへ 来て、 大勢 

つら む うわぬ 

のい る 前で 面の 皮を剝 かれた 日に は 恥の 上塗り だ」 

「だから、 こっちから 行く と 言って やった の だ」 



「それでも、 あの 通り 槍 をお 持ちに なって、 無理に お 

通りで) ，- ざり まする」 

「ナ 二、 槍 を 持って来た？」 

まが きんぱん 

二人の 擬い 勤番 は、 障子 を あけて 外 を 見る と、 長い 

廊下の 向う から、 人が 一人、 闇の 中 を 静かに 歩いて 来 

ると、 その あとから 追い かける ように 一 人の 女が 雪 渡 

を 差し出し ています。 

「神 尾 殿、 神 尾 主 膳 殿」 

廊下 を 歩いて 来る 人 は、 二 間 も 三 間 も 隔たった 向う 

から 神 尾の 名 を 呼ぶ。 そのく せ、 廊下 を 歩く 足 どり は 

ゆっくりした ものです。 



「何 だ、 山 崎 は 病人 か」 

「お 目が 御 不自由で、 それゆえ 失礼ながら このままと 

おっしゃって、 槍 を 杖に 突いて、 おいでで ござります 

る」 

「そり や 訝しい ぞ」 

二人 は 面 を 見合せ ていた 時に、 廊下 を 渡って 来た 人、 

黒の 紋付を 着流して 腰に 両刀、 それで 九 尺 柄の 槍の 

いしづき 

石 突で 軽く 廊下の 板 を 突き 鳴らしながら、 

「珍ら しいと ころ で 神 尾 主 膳 殿、 拙者 は 山 崎 で ，1 /ざる、 

山 崎 譲、 山 崎 譲」 

槍 を 杖いて 来たの は 机 竜 之 助で、 



「神 尾 殿、 神 尾 主 膳 殿、 珍ら しい ところでお 目に かか 

る」 

まが 

早 やその 部屋 近くまで 来たから 擬いの 神 尾 主 膳 は、 

「山 崎、 あの、 御身が 山 崎 譲 殿に 相違ない のか」 

「いかにも 山 崎 譲、 先日 は 失礼 致した、 御免 あれよ」 

竜 之 助 はこう 言って、 槍 を 携えた ままで 彼等の 部屋 

の 中へ 入つ てし まいました。 

ごしょ も-つ 

「いつぞや 御所 望に なった 道具、 幸い、 この 山の 中で 

ぶらぶら 遊んで いる 間に、 この 通り 手に入れた。 この 

上の 望月と いう 家に あった 槍、 拙者 はこの 通り 眼が 見 

えない が、 天 正 以前の 作と 覚えて 申し分がない、 柄 は 



い まど キ J 

「こういう 品 は 今時、 この 山国で もなければ 滅多に は 

出て 来ない わい、 いざ 神 尾 殿、 よく 穂先から 込の 具合 

めきき 

まで、 鑑定して 御覧 あれ」 

竜 之 助 は その 槍の穂先 を、 擬いの 神 尾 主 膳の 方へ 突 

きつける。 

「なるほど、 これ は 見事な 槍、 近頃の 掘 出し物、 なる 

ほど」 

「御所 望と あらば 進上 致す」 

「いかにも 珍ら しい 槍、 頂戴して 甲府 への みやげに し 

たい」 

「それ はお 安い こと、 進上 致そう。 その 前に 一応の 



「ナ 二」 

「この 槍と 望月の 若 主人と を 引替えても らいたい」 

「黙らつ しゃい」 

「黙れと は？」 

ま. うず 

「言わせて おけば 方図 もない、 いったい 貴様 は 何者 だ、 

力た 

山 崎 譲の 名 を 騙って 拙者 共の 部屋へ 案内 もな く 推参す 

ふとどき もの 

る不届 者、 拙者 共の 知っている 山 崎 は 貴様の ような 

盲目で はない、 病人で はない、 このうえ 無礼 を 申す と 

手 は 見せぬ ぞ」 

たま おっと 

擬いの 神 尾 主 膳 は堪り 兼ねて 刀 を 押 取る と、 附 添い 

の 者 合せて 十 余人が みな 同じよう にして 竜 之 助 を 取 捲 



竜 之 助の 槍の穂先で 咽喉 を 押えられて 動きが 取れな く 

なって しまった。 動けば ブッリ と 咽喉へ 入る、 反身に 

なって 外そうと すれば、 穂先 は ひた ひたとつ け 入る。 

赤くな り 蒼くな つて、 とうとう 床柱へ ピ タリと 押しつ 

けられて しまいました。 

「無礼者、 無礼者」 

床柱へ 押しつけられて 苦しみ もがく 擬いの 神 尾 主 膳 _ 

あたりに 見て いた 者 共 も、 この 奇怪なる 盲目の 武士 

の 振舞に 怖れ をな して 手出し をす る ことができない、 

手出し を すれば 擬いの 神 尾が 殺ら れる。 山 崎の 名 を 

騙って 来たよう に、 ヮ ザと 盲目の 真似 をして 来た 者、 



は、 擬いの 神 尾 主 膳の 咽喉 元へ 突きつ けた 槍 を はな そ 

うと もしないで、 

「さて、 引替えの 品 は 確かに 頂戴した、 槍 はこの まま 

進上 致す、 受取 らっしゃれ」 

あつ 

r 呀！」 

擬いの 神 尾 主 膳 は 絶叫して、 両手 を 高く 挙げて 虚空 

を摑 む。 

「呀 ！」 

ぎょうてん 

一座の 者が 敵と なく 味方と なく 仰天した の は、 槍 

を 手元へ 引かないで、 机 竜 之 助が、 擬いの 神 尾 主 膳の 

咽喉 元 を 一 突きに 突き刺して、 その 穂先 は 床柱へ 深く、 
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